[bookmark: _ups87qz9if8s]日常清掃契約書

委託者　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、受託者　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が管理又は使用する建物、施設等の日常清掃業務について、次のとおり日常清掃契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _7si8i6tobeka]第1条（目的）
本契約は、甲が乙に委託する日常清掃業務の内容、実施条件、費用負担、責任範囲その他必要な事項を定め、対象施設の衛生、美観及び良好な利用環境を維持することを目的とする。

[bookmark: _hrnsqog631xz]第2条（対象施設）
本契約の対象となる施設は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設名称
	

	所在地
	

	建物用途
	□ オフィス　□ 店舗　□ 商業施設　□ マンション　□ 医療・福祉施設　□ その他

	対象階・区画
	

	清掃対象面積
	約　　　　　㎡

	その他

	


[bookmark: _9od26ff5yasu]第3条（委託業務）
1. 甲は乙に対し、対象施設における日常清掃業務（以下「本業務」という。）を委託し、乙はこれを受託する。
2. 本業務の内容は、次に掲げるもののうち、甲乙間で合意したものとする。
	清掃区分
	主な作業内容

	床面清掃
	□ 掃き掃除　□ 掃除機掛け　□ モップ掛け　□ 汚れ除去

	トイレ清掃
	□ 便器清掃　□ 洗面台清掃　□ 床清掃　□ 鏡清掃　□ 消耗品補充

	給湯室等
	□ シンク清掃　□ 床清掃　□ 周辺拭き上げ

	共用部分
	□ 廊下　□ 階段　□ エントランス　□ エレベーター

	ごみ処理
	□ ごみ回収　□ 分別　□ 指定集積場所への運搬

	備品清掃
	□ 手すり　□ ドアノブ　□ テーブル　□ その他

	その他
	


3. 清掃箇所、作業頻度、作業方法及び仕上がり基準の詳細は、別紙清掃仕様書又は甲乙間で合意した作業指示書に定める。
4. 定期清掃、床面ワックス施工、ガラス外面清掃、高所清掃、特殊薬剤を使用する清掃その他通常の日常清掃に含まれない作業は、別途合意がない限り本業務に含まれない。

[bookmark: _bajrtevz6rv1]第4条（作業日及び作業時間）
1. 本業務の実施日及び実施時間は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	作業曜日
	□ 月　□ 火　□ 水　□ 木　□ 金　□ 土　□ 日

	作業頻度
	□ 毎日　□ 週　　　回　□ 月　　　回

	作業時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	祝日の取扱い
	□ 実施　□ 休業　□ 別途協議

	年末年始
	

	その他休業日
	


2. 甲又は乙が作業日若しくは作業時間の変更を希望する場合は、事前に相手方へ通知し、協議のうえ決定する。
3. 災害、施設の休館、設備故障その他やむを得ない事情により本業務の実施が困難となった場合は、甲乙協議のうえ代替日又は対応方法を定める。

[bookmark: _ro3o74qyobfg]第5条（業務の実施方法）
1. 乙は、善良な管理者の注意をもって、本契約及び清掃仕様書に従い本業務を実施する。
2. 乙は、対象施設の用途、設備、利用者の状況及び衛生管理上の必要性を考慮し、適切な清掃方法を選択する。
3. 乙は、清掃作業に際し、施設利用者及び第三者の安全並びに施設の通常利用に配慮する。
4. 乙は、甲の事前承諾なく、清掃対象外の区域への立入り、設備の操作、備品の移動又は本業務に必要のない行為をしてはならない。
5. 乙は、清掃作業中に施設又は設備の異常、破損、漏水その他の不具合を発見した場合、速やかに甲へ報告する。

[bookmark: _nglhsz1xnjxe]第6条（清掃従事者の管理）
1. 乙は、本業務に従事する者に対し、必要な教育及び指導を行い、適切に業務を遂行させるものとする。
2. 乙は、清掃従事者に対し、施設の利用規則、安全管理規則及び衛生管理上の注意事項を遵守させる。
3. 乙は、清掃従事者の労務管理、勤務管理、安全衛生管理その他雇用主又は使用者として必要な管理を自己の責任において行う。
4. 甲は、清掃従事者に対して直接の業務指揮命令を行わず、本業務に関する指示及び要望は原則として乙の管理責任者を通じて行う。
5. 清掃従事者による重大な規則違反その他業務遂行上の問題が生じた場合、甲は乙に対し改善又は担当者の変更を求めることができる。

[bookmark: _fuxamgfbf8bk]第7条（清掃用具及び消耗品）
1. 本業務に必要な清掃用具、洗剤、薬剤、機械器具及び消耗品の負担区分は、次のとおりとする。
	項目
	負担者

	清掃用具
	□ 甲　□ 乙

	洗剤・薬剤
	□ 甲　□ 乙

	トイレットペーパー
	□ 甲　□ 乙

	ペーパータオル
	□ 甲　□ 乙

	ごみ袋
	□ 甲　□ 乙

	その他消耗品
	□ 甲　□ 乙


2. 乙が清掃用具又は薬剤を持ち込む場合は、対象施設の床材、設備及び備品に適合するものを使用する。
3. 乙は、薬剤の使用にあたり、関係法令及び製品の使用上の注意事項を遵守する。
4. 甲が提供する清掃用具又は消耗品に不足若しくは不具合が生じた場合、乙は速やかに甲へ報告する。

[bookmark: _olcy52j78vsu]第8条（施設及び設備の使用）
1. 甲は、乙が本業務を遂行するために必要な範囲で、対象施設への立入り及び必要な設備の使用を認める。
2. 清掃作業に必要な水道、電気その他の施設設備の使用に伴う費用は、別途合意がない限り甲の負担とする。
3. 乙は、甲から貸与された設備及び備品を適切に使用し、本業務以外の目的に利用してはならない。
4. 乙の責めに帰すべき事由により貸与設備等を破損した場合、乙は甲に速やかに報告し、必要な対応を行う。

[bookmark: _hxa2l780sl3q]第9条（鍵及び入退館管理）
1. 甲が乙に施設の鍵、入館カード、暗証番号その他の入退館に必要な情報又は物品を提供する場合、乙はこれらを厳重に管理する。
2. 乙は、甲の事前承諾なく鍵等を複製し、第三者へ貸与し、又は本業務以外の目的で使用してはならない。
3. 鍵等の紛失、盗難、不正使用その他の事故が発生した場合、乙は直ちに甲へ報告し、被害拡大防止に必要な措置を講じる。
4. 本契約終了時又は甲から返還を求められた場合、乙は貸与された鍵等を速やかに返還する。
5. 鍵等の紛失により交換その他の対応が必要となった場合の費用負担は、事故の原因及び帰責事由を踏まえ、甲乙協議のうえ定める。

[bookmark: _4ebyeo30qmvd]第10条（安全管理及び事故防止）
1. 乙は、本業務の実施にあたり、労働安全衛生関係法令その他適用される法令を遵守する。
2. 乙は、濡れた床面での転倒、清掃用具による接触、薬剤の誤使用、電気設備への影響その他想定される事故を防止するため、必要な安全措置を講じる。
3. 乙は、必要に応じて注意表示、立入制限その他の安全対策を実施する。
4. 乙は、清掃作業中に事故又は事故につながるおそれのある事象を確認した場合、速やかに甲へ報告する。
5. 重大な事故が発生した場合、甲乙は相互に協力し、被害拡大防止、原因調査及び再発防止に努める。

[bookmark: _9sgp12k8y2sh]第11条（業務報告）
1. 乙は、甲乙間で合意した方法により、本業務の実施状況を報告する。
2. 報告方法は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	報告頻度
	□ 毎回　□ 週1回　□ 月1回　□ その他

	報告方法
	□ 書面　□ メール　□ 管理システム　□ その他

	報告内容
	□ 作業実施状況　□ 異常・破損　□ 消耗品不足　□ その他

	報告先
	


3. 甲は、必要に応じて乙に対し、本業務の実施状況について合理的な範囲で説明を求めることができる。
4. 乙は、清掃作業の実施記録を適切に管理する。

[bookmark: _e2nj9pu9gezm]第12条（業務の確認及び改善）
1. 甲は、本業務の実施状況について、清掃仕様書その他合意した基準に基づき確認することができる。
2. 本業務に契約内容との不適合が認められた場合、甲は乙に対し、その内容を通知し、合理的な期間を定めて改善又は再清掃を求めることができる。
3. 乙の責めに帰すべき事由による不適合については、乙は自己の費用負担により必要な改善又は再清掃を行う。
4. 甲の指示、施設設備の不具合その他乙の責めに帰することのできない事情による場合は、改善方法及び費用負担について甲乙協議する。
5. 乙が正当な理由なく改善に応じない場合、甲は法令及び本契約に従い、委託料の減額、損害賠償その他必要な措置を求めることができる。

[bookmark: _2uy1xlgy9c1h]第13条（委託料）
1. 甲は乙に対し、本業務の対価として次の委託料を支払う。
	項目
	内容

	契約金額
	月額　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ その他

	締日
	毎月　　　日

	支払期限
	□ 当月末日　□ 翌月末日　□ その他

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担

	その他
	


2. 委託料には、別途合意した費用を除き、本契約に定める通常の日常清掃業務に必要な費用を含むものとする。
3. 甲が追加清掃又は特別作業を依頼する場合、甲乙は作業内容及び追加料金について事前に合意する。
4. 法令改正、最低賃金の改定、物価変動その他の事情により委託料の見直しが必要となった場合、甲乙は協議のうえ変更することができる。

[bookmark: _ngqmqvm9ruie]第14条（業務内容の変更）
1. 甲が清掃箇所、作業頻度、作業時間その他本業務の内容の変更を希望する場合、事前に乙へ申し出るものとする。
2. 変更に伴い委託料、必要人員、作業時間その他の契約条件に影響が生じる場合、甲乙は協議のうえ変更内容を定める。
3. 前項の変更は、原則として書面又は電磁的方法により合意する。
4. 乙は、甲の承諾なく、本業務の重要な内容を変更してはならない。

[bookmark: _vp3b76ehvb16]第15条（再委託）
1. 乙は、甲の事前の書面又は電磁的方法による承諾を得た場合を除き、本業務の全部又は主要な部分を第三者に再委託してはならない。
2. 乙が本業務の一部を再委託する場合、乙は再委託先に対して本契約に基づく乙の義務と同等の義務を遵守させる。
3. 再委託先による業務遂行については、乙が甲に対して責任を負う。

[bookmark: _obbu2bsmeph7]第16条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本契約の履行に関連して知り得た相手方の営業上、技術上、管理上その他の非公開情報を、相手方の事前承諾なく第三者へ開示又は漏えいしてはならない。
2. 乙は、清掃作業中に知り得た施設利用者、入居者、従業員、顧客等に関する情報を、本業務以外の目的に使用してはならない。
3. 次の各号に該当する情報については、前2項の秘密保持義務の対象外とする。
(1) 開示時点で公知であった情報
(2) 受領者の責めによらず公知となった情報
(3) 開示前から適法に保有していた情報
(4) 正当な権限を有する第三者から適法に取得した情報
(5) 法令又は公的機関の適法な要求により開示が必要となる情報
4. 本条の義務は、本契約終了後も3年間存続する。ただし、個人情報その他法令上継続的な保護が必要な情報については、当該法令に従う。

[bookmark: _mdwfw9tohok3]第17条（個人情報の取扱い）
1. 乙は、本業務に関連して個人情報を取り扱う場合、個人情報保護法その他関係法令を遵守する。
2. 乙は、個人情報を本業務の遂行に必要な範囲でのみ取り扱い、甲の承諾なく目的外利用又は第三者提供をしてはならない。
3. 乙は、個人情報の漏えい、滅失、毀損等を防止するため、必要かつ適切な安全管理措置を講じる。
4. 個人情報に関する事故が発生した場合、乙は速やかに甲へ報告し、原因調査及び被害拡大防止に協力する。
5. 本契約終了時には、法令上保存が必要な場合を除き、甲の指示に従い個人情報を返還又は適切に削除する。

[bookmark: _jkicetw9n2b6]第18条（損害賠償）
1. 甲又は乙が本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、帰責事由のある当事者は、法令に従い、その損害を賠償する責任を負う。
2. 乙の責めに帰すべき事由により、対象施設、設備、備品その他の財産に損害が生じた場合、乙は甲に対し、合理的な修理費用その他必要な損害を賠償する。
3. 乙の清掃作業に起因して第三者に損害が生じた場合、甲乙は事故の原因及び責任の所在を確認し、それぞれの帰責事由に応じて対応する。
4. 甲又は乙は、損害の発生又は拡大を防止するため、合理的に必要な措置を講じるものとする。

[bookmark: _vlyt5tobcfsx]第19条（損害保険）
1. 乙は、本業務に伴う事故及び損害賠償リスクに備え、業務内容に応じて必要な賠償責任保険への加入に努める。
2. 甲が合理的な理由に基づき保険加入状況の確認を求めた場合、乙は加入状況を説明するものとする。
3. 保険金によって損害の全部が補填されない場合の取扱いは、本契約及び関係法令に従う。

[bookmark: _3smayr1amj90]第20条（不可抗力）
1. 地震、台風、洪水、火災、感染症の拡大、行政機関による規制その他当事者の合理的な支配を超える事由により、本業務の全部又は一部の履行が困難となった場合、当該当事者は速やかに相手方へ通知する。
2. 前項の事由により本業務を実施できない場合、甲乙は代替作業、実施日の変更、委託料の調整その他必要な措置について協議する。
3. 不可抗力による履行不能については、当事者の責めに帰すべき事由がない限り、損害賠償責任を負わない。

[bookmark: _dpaxw3qn0e2c]第21条（契約期間）
1. 本契約の有効期間は、次のとおりとする。
契約開始日：　　　　年　　　月　　　日
契約終了日：　　　　年　　　月　　　日
2. 契約期間満了日の30日前までに、甲又は乙から書面又は電磁的方法による更新拒絶の通知がない場合、本契約は同一条件でさらに1年間更新されるものとし、以後も同様とする。
3. 契約更新時に業務内容又は委託料の変更が必要な場合、甲乙は協議のうえ定める。

[bookmark: _cbl958sjtfxp]第22条（中途解約）
1. 甲又は乙は、相手方に対し30日前までに書面又は電磁的方法で通知することにより、本契約を将来に向かって解約することができる。
2. 中途解約時における委託料は、実施済み業務の内容、作業日数その他の事情を踏まえ、甲乙間で精算する。
3. 本条は、民法その他関係法令に基づく当事者の権利を不当に制限するものではない。

[bookmark: _ugc6vicaq8vg]第23条（契約解除）
1. 甲又は乙は、相手方が本契約に違反した場合、相当の期間を定めて是正を催告し、その期間内に是正されないときは、本契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 甲又は乙は、相手方に次の各号のいずれかの事由が生じた場合、法令上認められる範囲で、催告することなく本契約を解除することができる。
(1) 重大な契約違反があり、契約関係の継続が困難となった場合
(2) 支払停止又は支払不能の状態となった場合
(3) 破産手続、民事再生手続その他これらに類する手続の開始申立てがあった場合
(4) 重大な法令違反又は不正行為があった場合
(5) その他本契約の継続が著しく困難となる重大な事由が生じた場合
3. 本条に基づく解除は、解除当事者が相手方に対して有する損害賠償請求権を妨げない。

[bookmark: _4mul9bxk2cve]第24条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら並びにその役員及び実質的に経営を支配する者が、暴力団、暴力団員その他の反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、資金提供その他の利益供与を行い、又は反社会的勢力と社会的に非難されるべき関係を有してはならない。
3. 甲又は乙が前2項に違反した場合、相手方は催告なく本契約を解除することができる。
4. 前項に基づき解除された当事者は、当該解除により生じた損害について相手方に賠償を請求することができない。

[bookmark: _96hwibntxr6v]第25条（契約終了時の措置）
1. 本契約が終了した場合、乙は甲から貸与された鍵、入館カード、資料、備品その他の物品を速やかに返還する。
2. 乙は、自己が持ち込んだ清掃用具、薬剤、機械器具その他の物品を撤去する。ただし、甲乙間で別途合意したものを除く。
3. 甲乙は、契約終了日までに実施された業務及び未払委託料について確認し、必要な精算を行う。
4. 本契約終了後も、その性質上存続すべき秘密保持、個人情報保護、損害賠償、紛争解決その他の条項は、必要な範囲で効力を有する。

[bookmark: _td2kupvq8oyh]第26条（権利義務の譲渡禁止）
甲及び乙は、相手方の事前の書面又は電磁的方法による承諾なく、本契約に基づく地位、権利又は義務の全部若しくは一部を第三者に譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。

[bookmark: _tsmajt3dkhpw]第27条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は本契約の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は関係法令及び取引慣行を踏まえ、誠意をもって協議し、解決を図るものとする。

[bookmark: _cym0n120jw7l]第28条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約の成立、効力、履行及び解釈については、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合、　　　　　　　　　地方裁判所又は　　　　　　　　　簡易裁判所を、訴額に応じた第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

以上、本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各1通を保有する。なお、電磁的方法により本契約を締結する場合は、双方が合意した電子契約サービス等を利用し、契約内容を電磁的記録として保存する。

　　　　年　　　月　　　日

甲（委託者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（受託者・清掃業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　

